
図2 アニメーションをPDFで再
現するには、「Acrobat」タブで環
境設定を開き、「アニメーションを
Adobe PDFに保存」にチェック
を入れておく

初期設定ではアニメーションは無効
図1 PowerPointのフ
ァイルをPDF化した場合、
画面切り替え効果やアニ
メーションも再現される
が、完全ではない。PDF
化したら、一度確認しよう
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フェードイン・フェードアウトなど、基本的な効果はPDFでも
再現できる。複雑な動きは別の効果に置き換えられたりする

動画や音声を張り付けている場合は、PDF上でも再現される。
1つのPDFファイルとしてまとめられるので便利だ

82 日経パソコン 2007.8.27

プレゼンテーション資料を作成す

るソフトはマイクロソフトの「Power

Point」が事実上の標準となっている。

しかし、場合によっては、PDFの方が

便利なこともある。例えば、PDFで

用意したスライドは、PowerPoint

がインストールされていないパソコ

ンでも、無償の閲覧ソフトAdobe

Readerさえあれば表示できる。フォ

ントを埋め込んでおけば、特殊なフ

ォントを使っている場合でも、表示

が変わってしまう心配がない。

PowerPointよりもWordやExcel

を使い慣れているなら、それでスラ

イドの素材を作ってもいい。最終的

にPDF作成ソフトのAcrobatなどを

使ってPDFとして書き出せば、プレ

ゼンテーション資料の作成が可能に

なる。複数のソフトで作った書類を

寄せ集めて1つのスライドにまとめ

てしまうことも可能だ。印刷する際

にも、自動的にページを割り付けて

小冊子にできたり、データのまま配

布する場合に柔軟なセキュリティ設

定ができたりと、PDFにはメリット

がたくさんある。

Adobe ReaderやAcrobatではス

ライドを全画面で表示することがで

きるし、ページを進める際に、徐々

に画面が切り替わるフェードイン・

フェードアウトなどの効果を付ける

ことも可能だ。資料を作成するため

の細かい機能はないものの、スライ

ドを表示する機能に関しては不足は

ない。今回は、プレゼンテーション

にPDFを利用するために必要なノウ

ハウを一通り紹介しよう。

リッチなスライドを作成できる

PowerPointはプレゼンテーショ

ン資料作成の専用ソフトだけあって、

画面の切り替え効果など、スライド

を演出するアニメーション機能を豊

富に備えている。種類はずっと少な

くなるが、実はPDFにも同様の機能

が用意されている。PowerPointフ

ァイルをPDF化すると、せっかく設

定したアニメーション効果が失われ

てしまうと誤解している人も多いだ

ろう。しかし実際には、完全な形で

はないものの、多くのアニメーショ

ン効果を、ほぼそのままの形でPDF

へ持って行くことができる（図1）。

完全に再現できないというのは、

複雑なアニメーションの場合だ。別

のものに置き換わってしまうことが

ある。PDF化したら、必ず動作を確

認しておこう。筆者が試した限りで

は、フェードイン・フェードアウト、

ディゾルブ（前の画面に後の画面が

かぶって表示され、徐々に切り替わ

る効果）といった基本的な効果に関

しては、問題なくPDF化できた。た

だ、複数のページに、いろいろな効

果を設定していくと、再現されにく

くなる傾向があるようだ。
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